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Abstract: TELP(Total Education-Learning Program) has been developed to improve English Language Education since 1977.  We have

completed TELP-CAI System Ⅰ,Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ(Tape format) and Ⅳ(CD format) as well as  English Power Program which is compatible with

Windows 95.  This paper describes its development, mechanical system,  and teaching materials.  We have also examined the educational

advantages in terms of questionnaires, Student-Program Scores, and the significant differences between the pretest and post-test scores.
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１．はじめに
文部省の学習指導要領の近年の改訂を見ると，1 9 8 3年に

中教審は「主体的に学ぶ意志，態度，能力からなる自己教

育力が重要になる」と報告し，1 9 8 7年，臨教審の答申の中

で「教育改革の大きな柱として個性重視，生涯学習体系へ

の移行・変化への対応」をあげ，1 9 8 9年の学習指導要領に

は「自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力

の養成を図る」ことを盛り込んでいる．

これまでの学習は，決められた内容を受身的な態度で詰

め込み主義的に知識の習得を余儀なくされ，知識の量が評

価の対象となってきた．しかし，このような知識偏重教育

による弊害が見直され，学習者個々の個性を伸ばし，創造

性や問題解決能力の育成を重視するようになってきた．さ

らに，英語教育にあっては1 9 9 4年度改訂より，オーラルコ

ミュニケーションに重点を置いた運用力の指導が強調され

てきている．

これらの要請に応えるものの一つとして，コンピュータ

の果たす役割は大きい．主体的な学習への取り組みを喚起

させ，学習意欲を高揚させる手段としてのC A Iは，これか

らの教育環境に変化をもたらし，新しい視点に立った，有

効な教具として期待できる．

2 1年にわたるC A Iの研究・開発を進めてきた．その経緯

と，授業でこのシステムを利用してきた1 6 , 0 0 0名を越える

学習者を通して教育現場で得た体験について述べる．

２．T E L P - C A Iシステム開発の経緯
1 9 7 7年，本学の英語教育に関する教育方針の改善策を検

討していく中で，コンピュータの利用について論議され，

教育に導入し活用するための研究・開発に着手して以来，

継続的にその活動が進められてきた．2 0年以上も前のこと

でC A Iという用語がまだ通用していない時代であった．

1 9 7 9年に，本学独自のシステムであるU N I P L E Xにより第

一次学習機3 0台を授業に導入した．1 9 8 1年，第二次試作機，

TELP-CAI SystemⅡを完成させた．

1 9 8 2年にNEC PC-8001の汎用機を採用して第三次T E L P -

CAI System Ⅲの開発に着手し，1 9 8 5年度の授業に4 0台を導

入した．コンピュータの機能が漸次改良され，1 9 8 4年には

NEC PC-9801VMによる第四次（テープ連動型）T E L P - C A I

System Ⅳ対応の教材ソフトを製作した．第一次以来，第

四次までの音声提示には独自のオーディオユニットを製作

し，カセットテープを媒体にして望み得るものはほぼ達成

した．しかし音声検索のための早送り，巻き戻しには限界

があり，これを克服するために新たに開発されたC D - R O M

ユニット導入の検討を開始し，1 9 9 0年後期から第四次

（C D連動型）を授業に導入した．C Dの特性を生かした音

声提示は，アクセス時間が短縮され，音質も改良され，授

業の効率を高め，学習者はこれを大いに受け入れた．そし

て1 9 9 6年にWindows 95対応のソフトの制作に入り，1 9 9 7年

に1 2 , 0 0 0画面に及ぶ膨大な量の校正を経て新教材，“E n g l i s h

P o w e r”を完成させ，1 9 9 8年度の授業に導入した．まさに

T E L Pの歴史はパソコンの開発の歴史を追いかけるように，

６期に区分することができる．

３. 開発の思想[ 1 ]

T E L P - C A Iシステム開発の基本的な思想は，次の通りで

ある．

（１）コースウェアの確立

（２）コンピュータと音声装置の連動

（３）オーサリングシステムの開発

（４）C M I（成績集計処理）システムの開発

この思想は1 9 7 7年にT E L P - C A Iシステムの開発を開始し

て以来一貫した思想で，以下にその特色を述べる．

（１）コースウェアの確立

C A I開発に当たって最も重要なことは，教授設計を確立

することで，誰に，何を，どのように教えるかを明確にす
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も「浮きこぼれ」せずに，これらの問題を解答すること

によって学習活動に専念できる．

これらを表示する画面は，スクロールすることによっ

て，教材の重要度，難易度などにより，解説や説明など

を効果的に配列して画面を有効に活用することができ

る．また，学習者は「練習問題」だけを開くこともでき

れば，どの画面でも任意に開くことができるし，いつで

も学習中の問題に戻ることもできる．つまり，学習者が

学習機の一方的な流れに任せるのではなく，あるいは，

心理的に学習機に支配されるようなマシン・コントロー

ルではなく，学習者が流れを自分で自主的に決めるラー

ナーズ・コントロールであることがこのプログラムの特

色である．これは学習を持続させるために重要な要件で

ある．

（２）音声装置の連動[ 3 ]

①カセットテープとの連動

音声のない語学学習は考えられない．開発当初は，テ

ープデッキが最も身近で現実的な音声機器だった．T E L Pで

は通常の音楽テープなどと同様，往復各2チャンネルと

して利用し，ステレオヘッドで再生するが，音声そのも

のはＬチャンネルのみにあり（モノラル），Ｒチャンネ

ルには可聴周波数で記録された文字データ（第一，二次

のみ），コントロール信号（第一～四次）が入っている．

第三次以降は，文字データはフロッピーディスクに記録

されるようになった．コントロール信号はＲ側のヘッド

で取り出され（学習者には聞こえない），コンピュータ

に伝えられる．

第四次システムにおけるコントロール信号には，ア）

教材名（レッスン名），イ）テープストップ命令，ウ）

テキストディスプレイ命令，（6 0までの指定番号のテキ　

ストを表示，反復表示命令を含む），エ）次セグメント

ディスプレイ命令（セグメントとはファイルをさらに細

分化した画面単位で1ファイルごとに最大3 0まで設定で

きる），オ）基本問題2 0問と補強問題1 0問の正答後の補

強画面の表示命令，カ）テープ終了命令（終了と同時に

巻き戻し）がある．教材名はセットしたテープの正誤判

断に利用する．この信号と音声が順次，交互にテープ上

に配置され，その進行に従って画面と音声の同期を司る

とともに，学習者からの音声再生要求や，学習中断後の

再開時における必要な場所での提示開始もこの信号によ

ってコントロールされる．

以上のように，テープ上の諸信号が学習の進行を全面

的にコントロールしているが，反復使用によってテープ

が劣化したり，テープの磁気面にピンホールがあると間

違った信号を伝えたり，頭出しが正確に動かず，暴走し

てしまったり，学習終了時のテープの巻き戻しに時間が

かかるなど，学習効率がよくなく，不安定で学習者に心

理的ないらだちさえ与えがちであることが大きな問題で

あった．

②コンパクトディスク（C D）との連動

折しも，C D - R O Mユニットが汎用性を増し，教育の現

場にも導入することが可能となり，これらの問題を克服

するためにC D - R O Mの検討を開始した．

C Dは音声をデジタルで記録しているが，収容され

た音声の冒頭に，ヘッダーと呼んでいる全体の時間など

のデータとスタートなどの信号を置き，この後の区切り

ごとに区切りの頭に，内容に応じたサブのヘッダーを置

く．この区切りはトラックとよばれるもので，音楽では

曲や楽章の単位で設定され，通し番号がつけられている．

このトラック番号は2桁まで設定できる．各トラックの

順序や時間などは，C Dの中心部にまとめて記録され，

ることである．そのためにどのように学習を支援するかを

考えなければならない．

①誤答検索プログラム[２] 

本システムのコースウェアの中で最も特色あるプログ

ラムは「誤答検索」プログラムで，英単語や英文の正誤

を自動的に検索し，学習者に即座に正誤情報をフィード

バックして提示できるものである．可能な限り「間違い

です」と表示せず，解答入力の内容が正解と照合して

6 5 %以上合致していれば，検索プログラムが起動し，添

削を実行し，即座に修正メッセージを学習者に提供する．

添削の内容は二通りあって，単語のスペルエラーと３語

以上の語句および英文の誤りを検索するプログラムであ

る．単語のスペルエラーについては，「文字を入れ替え

なさい」，「文字を補いなさい」，「文字を訂正しなさい」，

「文字を削除しなさい」，「大／小文字にしなさい」，「こ

こまでは合っています」などを表示し，きめ細かい指示

が学習活動を支援し，学習の動機を促している．

語句や英文の正誤判断も文字の検索と同様に，単語の

補充，削除，語順の入れ替え，追加などを検索する．文

字の訂正部分は，補充が青色，削除が赤色，訂正が緑色

など，その修正の種類によって色別に表示され，しかも，

修正部分にカーソルが自動的に移動するので，手間をか

けず容易に修正できる仕組みになっており，教師がそば

にいて指導してくれているような臨場感を味わうことが

できる．

回答の中に複数の異なった誤りがある場合，一度のチ

ェックボタンを押すだけで入力した全体の正誤を判断す

る機能があり，その種類によって色別に修正指示が表示

され，注意を喚起する機能を持っている．また，あらか

じめ予測できる正答例や誤答例を教材の中に書き込むこ

とも可能で，個々の誤答にコメントを表示して誤りの理

由を説明することもできる．

この誤答検索機能は，教師に最も手間のかかるディク

テーションや英作の指導に有効で，教師の指導の限界を

補って余りある個別指導が可能であり，学習者は即座に

表示される自分の誤りを確認できることによって，自分

の欠点を認識するようになり，自己発見学習にもつながる．

②レファレンス機能

本システムは，ドリルに加えて，学習の参考になる情

報を提示するチュートリアルの機能を持っていることも

特色である．つまり，学習する過程で問題ごとの詳しい

情報を取りたいときに分岐して情報を取ることができる

学習プログラムである．その機能は，以下の通りである．

Windows 95対応の英語の新教材，“English Power”の

中の「構文編」にあるファンクションボタンのうちの

「文法」のボタンがレファレンス機能を有しており，こ

れを開くと「ルール」，「解説」，「練習問題」に分かれ，

学習者が自分の判断で学習中に任意に情報を引き出すこ

とができ，学習意欲の高揚と自主的学習への動機づけに

なっている．これらの機能を活用することによって学習

内容の理解と定着を深め，応用力を養う助けとなっている．

「ルール」画面では，手がけている問題がどのような

ルールに基づいた問題かを説明し，解決の手がかりが得

られるようになっている．「解説」の画面では，ルール

に関する詳しい解説の画面が表示され，あたかも英文法

の参考書を開いたように，その項目の内容を理解したり，

再確認することができる．「練習問題」の画面では，ル

ール，解説の画面で確認した事項を練習問題によって定

着・強化するためのものである．2 0問の基本学習と1 0問

の強化学習に1問につき最大9問の練習問題を用意するこ

とができ，各レッスンごとに最高2 7 0問の学習が可能に

なっている．したがって，習熟度の高い学習者にとって
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（３）オーサリングシステムの開発

このシステムはコンピュータ言語の知識がなくても，普

通言語により画面に表示されるメニューを選択しながら教

材を書き込むことが可能である．これを教材作成支援シス

テムといい，机上の煩雑な教材メディア操作を排除できる

オーサリングシステムの設計を基盤にしているので，教材

の直接書き込みや編集が容易にできるようになっており，

各教育現場で独自の教材を作成することが可能になった．

T E L Pの教材はすべて現場で作成したものである．

T E L Pのオーサリングシステムの「取扱説明書」は次の4

編で構成されている．1編：準備，2編：編集の操作法，3

編：グラフィックデータの操作法，4編：イメージデータ

の操作法，である．1 2 0ページに及ぶ説明をここで取り上

げることは不可能だが，書き込みメニュー選択の方法，教

材入力やグラフィック部品入力，音声情報入力，教材フロ

ッピーの作成，日本語入力，絵をかく操作など詳細に説明

が加えられている．

（４）ＣＭＩシステムの開発

Windows 95対応のCMI(Computer Managed Instruction)シス

テムは第四次までのものを基盤にしたものであるが，ここ

では第四次( C D）のC M I（学習者成績集計ソフトウェア）

について説明する．

①C M Iシステムの機能

C A Iが学習支援システムであるのに対し，C M Iは学習

結果を集計処理するシステムで，集計結果を学習者に提

示し個別指導を支援することによって学習者個々の自己

評価の資料となり，学習への達成感や満足感を与えるこ

とができると同時に，教師への成績集計のための資料を

提供し，学習評価を可能にするものでもある．これも

C A Iでなければできない特色といえる．

この機能は学習者用システムディスクに学習者コー

ド，回答経過，進度などの情報を収集し管理するもので，

学習時のデータを大別すると次のようになる．

ア．HINT, REPEAT, LISTEN, REFERなど8種の操作

キーの使用回数と誤答数

イ．1問ごとの得点( P o i n t )とレッスン全体の得点( S c o r e )

ウ．学習の進度（学習済み，または学習中の教材コー

ド，通過問題数，学習完了の有無，再学習の必要の

有無）

などである．

操作キーで減点対象になるものは，HINT, REPEAT, 誤

答などで，スペルエラーはタイプミスを考慮して3回目

の間違いで1点減点，H I N Tは1回につき2点減点，その他

はすべて1点減点として1問につき1 0点満点から減点す

る．学習者は学習中C M Iデータをいつでも任意にチェッ

クすることができる．

②C M Iによる学習評価[４]

ア．問題毎の評価

学習中の画面に1～2 0の番号の入った白帯が常時

表示され，1問ごとに1 0点満点中6点以上は緑色に，

5点以下は赤色に変わる．赤色に変わった問題は，

学習を終了した時点で再学習を求められるので，も

う一度学習することができ，6点以上であれば緑色

に変わる．こうして白帯がすべて緑色になって次の

レッスンに進むことができ，学習者に達成感を体験

させることができる．

イ．総合評価

この画面には「C M Iデータ」と「評価」が表示さ

れている．

C M Iデータは，HINT, ERASE, REPEAT,LISTEN,

CHECK, REFERの各キーの使用回数及び誤答，綴り

再生時にはこれをメモリーに読み出しておき，トラック

番号の指示に従って各トラックのヘッダーが呼び出さ

れ，音声を出力する．

しかし，T E L Pの教材では，一枚のC Dに最大8レッス

ン，時間にして最大7 2分の音声が収録されることになり，

その中身は日本語，英語，また文，句，単語など大量の

区分があり，C D一枚当たり6 0 0にもおよぶ区分となると

前述の２桁番号では処理できないことになる．そこで，

全部を1トラックで製作し，ヘッダーは冒頭のみに存在

するようにした．音源はスタジオマスターテープより，

改めてアナログマスターテープを編集し，これをデジタ

ル化して使用したが，完成したC Dの音質は，カセット

テープに比し，格段に進歩したものとなった．

T E L Pが製作したC Dは，スタートから終了までの全時

間が，分・秒・1 / 6 0秒の単位で記録されている．これは

６桁の数字で表示することができる．例えば5 4分5 2秒

2 2 / 6 0秒ならば，5 4 5 2 2 2と表示される．つまり，1トラッ

クの中で全経過中の時点を表示させることができるわけ

である．

任意の6桁数字の場所をアクセスするために，システ

ム側でC D - R O Mユニットをコントロールするプログラム

を制作し，学習用システムに加えることとした．

完成した全1トラックの C Dを再生装置で再生しなが

ら，教材原稿の指定に従って，出現する音声をスタート

とストップの位置データで確かめ記録し，画面別に作表

する．同一音の再提示は，同一場所の反復でよい．これ

はシーケンシャルにしか再生できないカセットテープで

は果たせなかった大きな特色である．表の冒頭にはヘッ

ダーに入っている総時間も加えるが，これは学習者の使

用するC Dの正否を判断する識別子として利用する．完

成した表はレッスン別に教材フロッピーの管理ファイル

に書き加えられる．

表１　ＣＤ・I n d e x表の一例

この表にはi n d e xと呼ばれる索引番号が付けられてい

るが，このi n d e xナンバーが各学習画面に指定される．

各レッスンのファイル群から原稿の指定に従い画面を呼

び出し，画面の中のどの位置で音声を出すかを含めて，

ア）音声再生命令，イ）音声終了命令，ウ）i n d e xナン

バーを書き込む．これらの命令は学習時に提示されるす

べての画面に入れることができ，テープに比べて極めて

広い音声の活用が可能になった，次に画面と音声の一致

やタイミングの確認，校正をし，必要な修正をしてC D

を完成させた．

C A Iによる英語教育方法の開発と実践
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間違いの回数，所要時間（分，秒表示），学習日時

の順に表示され，得点( S C O R E )が1 0 0点満点で示さ

れる．

評価は，得点によって４段階に分類され，Ａ( 1 0 0

～9 0点)には「次の教材へ進む」，「この教材の補強

問題をやる」，Ｂ( 8 9～8 0点)には「この教材のよく

理解できなかった問題（赤色）だけやり直す」，「こ

の教材の補強問題をやる」，Ｃ( 7 9～6 0点)には「こ

の教材のよく理解できなかった問題を必ずやる」，

そしてＤ( 5 9点以下)には「この教材をはじめから全

部やり直す」の各メニューが表示され，学習者はそ

れぞれの指示に従って学習を進めていく．

③C M I集計システム

学習者の成績をア）個別，イ）グループ・クラス別，

ウ）教材別に集計するもので，個別集計では学習したす

べての教材について各問題ごとにHINT, REPEAT, 

LISTEN, CHECK, REFER, 誤答, スペルエラー, 単語エラー

などの回数を表示し，集計してその結果を表示する．

C M Iシステムで出力されるデータの一部を以下に示す．

表２　T E L P - C M Iデータ出力メニュー

表３　学習者の１レッスンの学習データ

表４　学習者の全レッスンの学習データ

表５　クラス単位の学習成績データ　

また，グループ別，クラス別，あるいは全学習者の「集

計平均グラフ」，「得点ヒストグラム」，「得点度数分布ヒス

トグラム」，「標準偏差」などを表示する．教材別集計では，

レッスン単位でデータを表示することが可能で，指定教材

の1問ごとの平均値を表示する．また，S - P表も作成するこ

とができる．これらのデータを用いて出題方法，難易度，

間違いやすい問題などを分析することができ，教師側，あ

るいは教材制作者側に貴重なフィードバック情報を提供し

てくれる．ネットワーク・システムにより学習者が終了手

続きをするとデータは自動的にコンソールに送出され，ハ

ードディスクに記録され，さらに，すべての学習者の1年

分の全データを1本のデジタルテープに収めることができる．

４．授業での実践
1 9 7 9年以来，本学のカリキュラムの中にC A Iを導入した

授業が展開されてきた．週1コマ，選択科目ではあるが，

毎年，Ⅰ部1，2年次生が平均6 0 0名以上，また，Ⅱ部は必

修科目として1，2年次生が2 0 0名以上が履修しており

（1 9 9 8年度は合計8 5 2名），すでに1 6 , 0 0 0名を越える学生が

C A Iの授業を体験している．授業を通して得た様々なノウ

ハウを蓄積し，学習者の学習体験を収集しながら常に研

究・開発に意を注いで今日に至っている．

（１）授業形態

1コマ9 0分を2分割し，1クラス6 0名の半数の3 0名が前半

の4 5分をC A Iで学習し，後半の4 5分はさらに2クラスに分

かれて，1 5名ずつが外国人教師による英会話の授業を受け

る．残りの3 0名は逆に1 5名ずつ英会話を前半に受け，後半

はC A Iで学習する．この講座を「コミュニケーション英語」

と呼び運用力の養成を目指している．

C A Iの授業はヘッドフォンをつけて音声を聞き分け，コ

ンピュータの画面を見ながらの学習のため，学習者の疲労

度や集中力から考えて4 5分は適当な時間配分であり，英会

話の授業はクラスサイズを最大1 5名で編成し，二人の外国

人教師によって4 5分という時間の不足を補っている．

（２）英語教材ソフト

長期にわたる授業での実践活動の中で，パソコンがリプ

レイスされる度に教材もこれに対応したものに改訂され，

その都度，蓄積されたノウハウを生かしてよりきめの細か

いシステムとソフトを制作することができた．

1 9 9 7年8月に完成したWindows 95対応の教材「E n g l i s h

P o w e r」[５]は第四次T E L P - C A Iの教材を改訂・補足したもの

であるが，その構成は表６の通りである．

表６　English Power の教材構成

教材名　 レッスン数　収録問題数　標準学習時間

V o l . 1単語編　　　　2 7 8 7 0問 2 7時間

V o l . 2構文編　　　　2 7 1 1 7 0問 2 7時間

V o l . 3熟語編　　　　1 9 5 7 0問 1 9時間

単語編は，音声を聞きながら基本単語を学習する教材で，

英文を聞いて名詞を当てたり，文から推測できる動詞や名

詞を答えたり，類似の動詞や単語の識別，動詞の活用，派

生語，反意語などの練習をする．

構文編は，英文法の学習を中心とした教材で，ルール，

解説，練習問題などの分岐機能を活用しながら基礎力をつ

ける．高校で学習する文法項目はすべてこの教材の中にあ

り，単に，文法の学習のみでなく，音声を聞きながらの学

習は英語の総合力が求められ，大学・短大の学生にも復習

教材として適している．

１．CMIデータ一覧／集計

２．学習者個別一覧

３．クラス単位の集計

４．教材別の集計

５．学習者の分類

６．終了

４．教材別の集計

問題個別集計

ＳＰグラフ

数値とグラフ

グラフ

初期メニューに戻る

論文誌 情報教育方法研究　第１巻　第１号　1 9 9 8年1 1月
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熟語編は，音声を聞きながら出現頻度の高い基本イディ

オム約3 8 0個の学習ができるように作成された教材である．

動詞＋副詞，動詞＋前置詞をはじめ，形容詞句，副詞句な

どが学習の主な内容である．

（３）授業での成果

これまで，第一次学習機から第三次，第四次（テープ連

動型），第四次（C D連動型）とそれぞれ学習機とシステム

が入れ替えられるごとに学習者のC A Iに対する意識調査を

実施してきたが，その一部（第三次以降）をここに報告す

る．また，C M Iデータからみた学習者と教材ソフトの相関

についても考察し，C A Iの評価を客観的に概観する．

①調査方法

学習機の更新のたびに，その年度の最後の授業時間を　

利用して，次の方法で調査を実施した.

学習機　　　　　　被験者　　　　　　 実施日

第三次学習機　　　1 9 8 5年度１年次生　　　　1 9 8 6年2月
1 3 1名(在籍の3 0 % ) (後期末)  

第四次学習機　　　1 9 8 8年度１年次生　　　　1 9 8 9年2月
(テープ) 3 9 7名(在籍の9 3 % ) (後期末）

第四次学習機　　　1 9 9 0年度１年次生　　　　1 9 9 1年2月
(CD) 2 9 5名(在籍の7 6 % ) (後期末)

②調査内容

アンケートの内容は次の通りである.

Ⅰ．学習機の直感的イメージについて( 2 0項目) 

Ⅱ．学習機による授業について( 6項目)

Ⅲ．学習機の機能について(Ⅲ-1, 18項目,Ⅲ-2, 15項目)

［調査Ⅰ］ 学習機の直感的なイメージについて

2 0項目の質問の中から５段階評価により特に評価の高

かった項目は，「新しい」4 . 4，「優れた」4 . 0，「良い」

3 . 9，「好ましい」3 . 9，「魅力がある」3 . 9であった．また，

評価の低い項目は「冷たい」3 . 0，「暗い」3 . 1，「誰もい

ない」3 . 2，「難しい」3 . 2，「かたい」3 . 2の順であったが，

テープ機では，「2」の評価もC Dになってからは「3」の

評価になり全体的に高くなっている．

［調査Ⅱ］ 学習機による授業について

「学習機による学習は役立つと思いますか」の質問に

は，「大いに役立つ」，「役立つ」と答えた者は，第三次

機4 1 %，第四次(テープ) 6 8 %，第四次( C D ) 7 7 %，であった．

システムやソフトの改良に伴い，学習者たちの評価は高

くなってきていることがわかる．

［調査Ⅲ］ 学習機の機能について

この調査はⅢ- 1では学習機の機能の優れた点について

1 8項目の質問を設け，Ⅲ- 2では問題点，改善すべき点に

ついて1 5項目の質問となっている．

Ⅲ- 1の質問に対する回答で，第四次( C D）機の結果で

は，5段階評価の平均値の特に高い項目は以下の通りで

ある．

ア．「ヒント表示が学習に役立つ」 4 . 5 0

イ．「レファレンス機能が学習に役立つ」 4 . 4 1

ウ．「誤答検索機能が学習に役立つ」 4 . 3 0

エ．「カラー画面で、効果的な表示」 4 . 2 3

オ．「個別に自分のペースで学習できる」 4 . 1 9

この他，特に注目すべきは「ヒアリングの訓練に効果

的」の回答も多かったことである．Ⅲ- 1の1 8項目を5段

階別平均値で集計したものが次の表７である．（数字は%）

Ⅲ- 2は問題点，改善すべき点に関する質問であったが，

指摘された主な点は，「教師と話し合う機能がない」，

「目が疲れる」，「終わると疲労感がある」，「機能を改良

して」，などであったが，これらはほとんど少数意見で，

むしろ全体的に評価していると考えられる．

Ⅲ- 2の1 5項目の5段階別平均値をまとめ，全体の傾向を

示したものが次の表８である．（数字は%）

表８　意識調査Ⅲ- 2の集計による5段階平均値

③調査結果

これらの調査結果から，学習者の評価は総体的に高く，

C Dの導入や各種機能の充実が学習意欲の向上を促し，

学習の動機づけとなり，学習を質的にも量的にも支援し

ていることが判った．T E L P - C A Iが構築してきた思想の

特色が回答によく表れていた．しかも，この調査の時期

はすべて一年間の学習を終えた最後の時間に実施したも

のであり，また，多くの学生の意見を集約したもので，

その信憑性は高いと考えている．

④C M Iデータからみた学習者と教材ソフトの相関

授業の成果を客観的に考察するのは難しいが，T E L P -

C A Iには学習結果を集計・処理するC M Iシステムが構築

されており，このデータを「S - P表」(Student-Problem 

Score Table) [６]に基づいて学習者集団と教材ソフトの相

関を測定し，教材の学習集団に対する難易度の整合性を

分析した結果，表９の曲線が示された．

表９　「S - P表」による学習者と教材の相関

５ 段階 別平 均値

５

第三次機 16.1 29.8 38.3 11.4 4.4

第四次機
（テープ）

29.8 33.4 28.8 6.1 1.9

第四次機
（CD）

35.1 35.6 24.8 3.4 1.0

４ ３ ２ １

５ 段階 別平 均値

５

第三次機 12.2 17.1 35.4 20.7 14.6

第四次機
（テープ）

5.9 11.1 29.8 26.3 26.8

第四次機
（CD）

3.3 9.3 26.1 29.7 31.5

４ ３ ２ １

表７　意識調査Ⅲ- 1の集計による５段階平均値

C A Iによる英語教育方法の開発と実践
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学がC A Iの導入を決定するに至った要因の一つは，C A Iの

特長が習熟度において多様な学生たちの能力に対応し，学

習者一人一人の学習スピードに応じて効率的な教育を実践

することが可能であるとの結論に達した結果である．現在，

九州東海大学では，C A Iの授業を積極的に展開している．

６．おわりに
T E L P - C A Iの授業を通して教師が学習状況を長い年月に

わたって観察し，また学習者による意識調査の資料から，

教室での伝統的な教授法に加えて，C A Iによる新しい教科

教育法の展開が現実のものとなったということができる．

主なものを概略すると，次のような特色をあげることがで

きる．

①各自のペースでの個別学習の確立

②問題提示方法に変化を与え、学習の多様化を実現

③誤答検索システムによる適切なフィードバック情報の

即時の提供

④音声装置連動による語学学習の活動領域の拡大

⑤ルール，解説，練習問題などのレファレンス機能，ヒ

ント機能などによる学習の支援

⑥対話的学習による学習意欲の高揚

⑦C M Iデータによる学習結果の集計と診断

⑧C M Iデータによる問題の分析

以上にあげたように，システムの改良と操作性の向上が，

ア）学習者の習熟度に差があっても各自が学習に積極的に

参加でき，イ）心理的，精神的な安定度や集中度を高め，

ウ）対話的な学習によって，そこに教師がいるかのような

臨場感を与え，エ）一つ一つの問題に手を上げて答えるか

のように自分の答えを確認しながら自己発見学習を成立さ

せ，オ）音声を聞き，画面を見，キーボードによって文字

を入力する，などの複合的な解答手順は学習の定着度を増

していく．

1 9 9 8年度より新システムであるWindows 95対応の教材を

授業に導入したが，未だデータは収集できていない．

これからは，インターネット活用のための教材開発や，

E - m a i lを通しての英語情報のやりとりなど、新しい学習形

態が新しい学習環境を生み出すことになると考えられる．
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成嶋弘学長補佐，当初から強力な援助をいただいた生川陽吉元副
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「S - P表」は問題の種類によって，ア）テスト型，イ）演

習型，ウ）ドリル型，エ）事前テスト型，オ）プログラム

学習型の5種類に類似化している．

表９の相関をパターン表と比較すると，ウ）ドリル型の

曲線とほぼ合致していることがわかる．このことは，本学

の学生に使用している教材が妥当なものであることを証明

しており，このように客観的なデータにより教師は安心し

て学習者に適切な教材を提供することができる．

５．学習効果の検証
C A Iの教育効果に関する報告は極めて少ない．本学にお

いては，第一次機で測定したおり，1 %の有意差を検証し

た．これが研究，開発を継続する要因となった．最近，東

海大学の傘下にある九州東海大学で本学が開発したT E L P -

C A I教材を授業に導入する計画が持ち上がり，導入決定の

ための参考資料を収集することを目的に，九州東海大学の

学生に実地に学習させてその効果を検証することになっ

た．その結果を，東海大学紀要（教育研究所 No.4, 1996）[７]

に「英語C A Iシステムの導入と教育効果の検証」として報

告している．本学以外の教育現場からの検証であり，客観

性も大きいと考え，その一部を参考として以下に要約する．

①実施方法

1 9 9 5年度一年次生から実験群に4 4名，統制群に4 0名が

4月より1 9 9 6年1月までの4 0時間の授業を実施した．実験

群、統制群とも授業の1 / 2はリスニング力の強化に主眼

を置いたテープ教材を使用し，他の1 / 2を実験群はT E L P -

C A I教材，統制群は一般教室で講読教材を使用した．

測定に使用したテストは， C E L T [ 8 ](Comprehensive 

English Language Test)から問題を抽出して作成したもの

である．T E L P - C A I教材の教育効果を測定するために，

両群にプリテストとポストテストを実施した．両テスト

とも，客観的に英語能力の推移を測定する必要があった

からである．

②結果と考察

実験群と統制群，聴解力と構文力の2要因を設定した

場合に，プリテストでは両群間および両能力間には差が

見られなかった．それぞれの平均点とS Dは，実験群で

3 6 . 8 ( 9 . 2 4 )と3 7 . 8 ( 1 1 . 8 7 )，統制群で3 6 . 4 ( 8 . 7 4 )と3 6 . 9 ( 9 . 6 7 ) ,

そしてF=7.73,  df=1,  p＞0 . 9で，両群ともC A I教材導入前

の英語能力は等質であると見なされた．

そこで，プリテストとポストテスト間の点差を教育効

果と考え，両群を調べた．これによると聴解力，構文力

とも平均点数が増加しており，全体的には実験群の平均

点が高く，両群の間には1 0 %水準で差が見られた(F=47.1, 

df=1, p＜0 . 1 )．最も顕著な差が見られたのは，実験群の

聴解力においてであった(t=1.58, df=82, p＜0 . 0 1 )．この結

果は，C A Iによる英語教育法が平均点の増加という教育

効果を示唆していると解釈できよう．

表1 0 プリ／ポスト間の点差（群，能力別）

（括弧内はS D）

要　因　　　 統制群　　　　　実験群

聴解力( L i s t e n i n g ) 1 . 4 ( 1 0 . 3 7 ) 4.5( 7.21)

構文力( S t r u c t u r e ) 1.3( 7.71) 3.6(10.06)   

実験群において聴解力が1 %水準で有意差が認められた

要因は，T E L P教材がC Dに収められたこと，音質効果が高

いこと，聞き取れないときは幾度でも聞き返しができるこ

と，などC A Iの特性が発揮されたためであろうと推察でき

る．

以上が九州東海大学で検証した結果である．九州東海大
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